
平成１９年度 吉備学会 第１回 理事会 

 

日  時  平成 19年 4月 17日（火）18:00～20:00 

 

場  所  コミュニティ・プラザ 連塾 

〒700-0015 岡山県岡山市京山 1丁目 2番 21号 TEL/FAX 086-251-4615 

 

議  題  （１）学会運営進捗状況に関する報告 

（２）平成１９年度事業計画書に関する概要 

（３）各研究部会、各委員会の編成及び組織、運営に関する事項 

（４）「第１９回全国生涯学習フェスティバルまなびピア岡山２００７」に関する事項 

（５）吉備学会講師バンクに関する提案 

（６）その他の必要な事項 

 

配布資料  （１）平成１９年度事業計画書    ２枚 



平成１９年度 吉備学会 事業計画書 

自平成 19年 3月 19日 至平成 20年 3月 31日 
 
１ 事業実施の方針 

○当初年度の事業として、吉備地域の先行研究調査および地域の団体との連携強化を中心に実施し、あ

わせて各種専門部会を設置して、次年度以降の事業の企画検討を行う。 
○「学びスタイル」の吉備からの発信 
―「第１９回全国生涯学習フェスティバルまなびピア岡山２００７」（11/2～11/6）に向けて 
①産学官民のパートナーシップによる協働によって構築する「吉備学」の発信 
１１月３日（土）、「地域創生学研究所」と合同で講演会・シンポジウムの開催 
②県民総参加による「吉備発連創生型学びスタイル」の発信 
（例）「桃太郎鍋」「吉備キビ桃太郎体操」「桃太郎ウォーキング」 
③「家庭力―学校力―地域力」の“連力”の発信 

 
２ 事業実施に関する事項 

（１）総会 
①吉備学会設立総会・懇親会 
（設立趣意説明・役員選出・規約承認等の総会行事および親睦を目的とした懇親会） 
日 時：3月 19日（月）18: 00～21:00 
会 場：ピュアリティまきび 
対 象：原則として会員 

 
（２）講演会、シンポジウムなどの地域創生活動 
①吉備学会設立記念講演会 
（地域で活躍されている講師による基調講演の実施） 
日 時：3月 19日（月）14:00～16:40 
会 場：さん太ホール 
対 象：一般 

②吉備学会ミニ講演会 
（各研究部会が中心となって、年に 1回実施する講演会。吉備学会の広報（会員募集）を目的と
して、また、会員への会費還元事業として。） 

 
（３）「吉備創生カレッジ」への講師派遣などの連携事業 

①「吉備創生カレッジ」への講座担当の推進 
②「吉備文化を楽しむ会（代表：今西通好氏）」と連携した『吉備学懇話会』の実施 
③連塾・地域創生学研究所（ISCI）との連携して全国生涯学習フェスティバル 2007へ参加 
④大学コンソーシアム岡山との連携しての研究推進 
⑤直接的・間接的を問わず、吉備地域における地域研究等の実践者や研究者を探し、本学会の活動

への協力要請 
具体例：一般的研究例：「心とストレス」 
間接的研究：「江戸時代のリサイクル社会」 
直接的研究：「岡山発国際貢献」 

 
 



（４）研究部会、研究発表会 
①部会・発表会準備委員会検討委員会（理事会） 
（各種研究部会を検討し、部会長ならびに、研究発表会準備委員の選任または依頼準備等、部会・

発表会準備委員会発足のための準備会議） 
日 時：4月 17日（火）18:00～20:00 
会 場：コミュニティ・プラザ連塾 
対 象：理事 

 
【研究部会案】 
「歴史研究部会」「文化研究部会」「教育研究部会」「社会研究部会」「地域創生活動研究部会」

「食農教育研究部会（食育検定推進）」 
●原則として隔月に部会を開催して進め、必要に応じて公開研究会（ミニ講演会を含む）な

どを実施すると共に、各部会の情報交換・進捗状況報告を目的とした部会長会議を実施す

る。 
【発表会案】 
各部会や外部団体等が集結し、広く一般の人を対象とした全体発表会を次年度以降実施する。 

 
（５）会報などの発行 

①編集委員検討委員会（理事会） 
（編集委員の選任または依頼準備等、委員会発足のための準備会議） 
日 時：4月 17日（火）18:00～20:00 
会 場：コミュニティ・プラザ連塾 
対 象：理事 
【編集委員会】 
リーフレットや会報の編集、発行、配布等の活動を行うために、随時委員会を開催する。 

②リーフレット発行 
（吉備学会の紹介や活動内容など外部への広報を目的としたリーフットの発行 
③会報の発行 
（会員に対して活動内容報告や次年度活動計画を含む会報の発行。地域創生学研究所の研究成果

をまてめたものを掲載する。） 
 
（６）その他の事業   必要に応じて実施 
 



平成１９年度 吉備学会 第１回 理事会 議事録 

 

（１）学会運営進捗状況に関する報告 

○ 平成 19年 3月 19日の吉備学会設立記念講演会について 

参加者数：147名 

○ 平成 19年 4月 17日現在の吉備学会会員数について 

正 会 員：137名（内、105名は年会費納入済み） 

学生会員：1名（内、1名は年会費納入済み） 

団体会員：12団体（内、0団体が年会費納入済み） 

賛助会員：6名（内、0名が年会費納入済み） 

仮登録者：15名 

○ 平成 19年 4月 17日現在の吉備学会会計収支残高額は 178,094円 

 

（２）平成１９年度事業計画書に関する概要 

○ 配布資料に基づき説明 

 

（３）各研究部会、各委員会の編成及び組織、運営に関する事項 

○ 歴史・文化研究部会 

活動内容：吉備地域に現在残されている資料を収集し、それらの調査・研究を行う。最終的には

県内に残されている文化財に関して行政側に提言を行う。 

部 会 長：理 事 大橋 宗志 氏 

○ 教育研究部会 

活動内容：吉備地域で活躍した人物や歴史について、地域で生活する者として子どもたちが知っ

ておくべき事柄を精査し、個別に資料を作成する。この活動には、高校生や大学生等

とも連携をしながら進める。 

部 会 長：理 事 柴岡 元 氏 

○ 社会研究部会 

活動内容：吉備地域の歴史（特に戦後）や文化を次の世代を担う若者に語り継ぎ、世代間文化の

共有を促進する活動を行う。 

部 会 長：理 事 立石 憲利 氏 



○ 地域振興研究部会 

活動内容：未来志向型の目線で、新しい地域をどのように作り出すべきかを調査・研究し、それ

に基づき活動を実践する。 

部 会 長：理 事 古市 大蔵 氏 

○ 地域創生研究部会 

活動内容：地域創生に関して、産学官民協同の調査・研究によって「総合学」としての学問体系

を確立する。 

部 会 長：理 事 住野 好久 氏 

○ 食農教育研究部会 

活動内容：日々の生活の営みで健康や長寿を目指すため、食や農業に関して地域住民がさらに理

解を深めることができるように、その方法等を研究し、実践する。 

部 会 長：理 事 今西 通好 氏 

 

○ 岡山再発見講演会実行委員会 

活動内容：岡山とはどのようなところなのかを楽しみながら考えることができる講演会を２回程

度開催する。 

委 員 長：副会長 吉川 昌宏 氏 

 

○ 広報委員会 

活動内容：本学会の会報の編集・発行をはじめ、活動紹介や会員募集などの広報活動を行うため

のリーフレット作成など広報活動全般を担当する。 

委 員 長：理 事 角田 みどり 氏 

 

（４）「第１９回全国生涯学習フェスティバルまなびピア岡山２００７」に関する事項 

○ シンポジウムの開催 

地域創生学研究所との共催事業として実施。 

日 程：１１月４日（日） 時間は未定。「午前の部」と「午後の部」の２回開催。 

会 場：岡山国際交流センター （岡山市奉還町２丁目２番１号） 

内 容：具体的に内容については、地域創生学研究所と検討していく。 

 



（５）吉備学会講師バンクに関する提案 

○ 吉備学会での講演会や吉備創生カレッジにおける講師を吉備学会会員から募集し、それぞれの専門

分野や得意分野などを登録してもらう。この講師バンクを活用して、関係機関から講師の要望があ

れば、吉備学会事務局を通して本人に通知し協力を要請する。 

 

（６）その他の必要な事項 

 


